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第二次山口市総合計画後期基本計画の策定について

山口市総合政策部 企画経営課
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基 本 構 想 １０年

前期基本計画 ５年

実行計画 ３年

後期基本計画 ５年

総合計画は、本市が総合的かつ計画的にまちづくりを推進するための指針であり、本市の最上位計画です。現在は、
第二次山口市総合計画（計画期間：平成３０(2018)年度～令和９(2027)年度）に基づき、まちづくりを進めています。

この第二次総合計画は、１０年間の「基本構想」、５年間の「基本計画」、３年間の「実行計画」で構成しています。
現在は、基本構想に基づき、平成３０(2018)年度から令和４(2022)年度までを計画期間とする「前期基本計画」に

基づく取組を進めています。

１ 第二次山口市総合計画について

本市の目指すべき将来像、まちづくりの基本的な方向、
政策等の基本的は方向性を示す「公共計画」

基本構想を具体化し、将来都市像を実現するために必要
な基本的な取組を示す計画

基本計画に基づき、施策・事業の優先度や財政状況に
応じて、具体的な事業を年度ごとに示す計画
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議 決
平成３０年３月１５日

本協議会の御意見・御提言をもとに策定

必要に応じて見直し
（新型コロナウイルス感染症、
デジタル化などを踏まえて）
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２ 後期基本計画の策定体制
庁内における推進体制として、市長をトップとした策定本部を設置し、その下に後期基本計画のプロジェクトを検討

する「プロジェクト策定委員会」を設置します。
また、市民参画による策定体制として、外部有識者等の委員による策定協議会、市内２１地域や様々な団体との意見

交換を行う「共につくる 未来懇話会」を開催するとともに、パブリックコメントや、移動市長室、各部門計画におけ
る策定委員会、子どもたちの参画事業などを行います。

事務局
（総合政策部 企画経営課）

本部長：市長
副本部長：副市長

答申（提案）

諮問

山口市総合計画

策定協議会
（学識経験者、各種団体代表、公募等）

市議会

報告

意見

共につくる 未来懇話会

２１地域の地域づくり協議会や、世代別、属性別のグ
ループ・団体や個人から、直接ご意見を伺い、具体的な
施策（ＰＪ）として反映。

教育関係

スポーツ団体
子育て団体

福祉関係

○○・・・
■■・・・

◇◇・・・

地域づくり協議会 等
（地域づくり計画等）

事務局
（総合政策部 企画経営課）

意見・提案

・健康福祉部長
・こども未来部長
・商工振興部長
・農林水産部長
・都市整備部長
・各総合支所長
・上下水道局長

・会計管理者
・消防長
・教育部長
・選挙管理委員会事務局長
・監査委員事務局長
・農業委員会事務局長
・参与 等

プロジェクト策定委員会
会長：副市長

副会長：総合政策部長

プロジェクトチーム

21地域で活動されている方

パブリックコメント
まちづくりアンケート

各部門計画の策定委員会等
子どもたちの参画事業

移動市長室

・教育長
・上下水道事業管理者
・総務部長
・総合政策部長
・交流創造部長
・地域生活部長
・環境部長

庁内推進体制 市民参画

各部局長等で構成

山口市総合計画

策定本部
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※令和４年度体制
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②「プロジェクトチーム」
プロジェクトチームについては、副市長を会長、総合政策部長を副会長とした「プロジェクト策定委員会」におい

て、各部局長とも調整を図りながら、若手職員を中心としたメンバー構成で順次設置していきます。
なお、現在、先行的に実施している２つのテーマのプロジェクトチームのほか、今後、調整を進めていくテーマに

ついては、随時、立ち上げていく予定です。

（１）庁内推進体制
①山口市総合計画策定本部

市長をトップとし、各部長級等を構成員とした策定本部について、第１回策定本部会議（令和3年11月22日）を開催
しました。

・政策提言ＡＩプロジェクトチーム

・スマートシティの推進（スマートシティ推進ビジョンに係るワーキングを兼ねる）

現在、先行的に実施しているプロジェクトチーム

・農山村・２１地域づくり

・子育て・教育

・新たな交流創出

・災害に強いまちづくり

・環境

・働き方改革・女性活躍・地域経済循環

今後、調整を進めていくテーマ

・公共交通

・健康福祉

・市民サービスの向上

など
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２１地域の地域づくり協議会や、世代別、属性別のグループ・団体や個人から、直接御意見を伺います。
第１回策定協議会の開催後、順次開催していくこととしています。

②共につくる 未来懇話会

【参考】
第二次山口市総合計画策定時
（いっしょに創る未来懇話会）
の様子

（２）市民参画による策定体制

①山口市総合計画策定協議会
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外部有識者等の委員の皆様で構成する「山口市総合計画策定協議会」について、様々な分野から専門的な見地での
御意見、御提言をいただきます。
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３ 後期基本計画の策定に当たってのテーマ

③ 職員
市役所全体が市民のサービスセンターとして、多様なニーズにどのように対応していくのか、また、

本市の発展に向けたまちづくりをどのように進めていくのかについて、職員が主体的に考え、議論を深
めていきながら、職員自らの手で後期基本計画の策定を進めます。

② 地域
２１の地域が持つそれぞれの個性や誇り、歴史をしっかりと尊重し、次世代へ受け継ぐことができる

よう、ともにまちづくりを進めていただいている地域の皆様と情報交換を図り、後期基本計画の策定を
進めます。

① 市民
市政の主役は市民の皆様であるとの考え方のもと、あらゆる世代の皆様からの御意見をしっかりとお

伺いし、後期基本計画の策定を進めます。

「共につくる」 総合計画
後期基本計画の策定に当たっては、以下の３つの視点のもと、市議会で議論していただきながら進め

ていきます。
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庁内推進体制として、令和3年11月22日に第１回策定本部会議を開催し、若手職員を中心としたプロジェクトチーム
によるプロジェクトの検討を進めていきます。

市民参画による策定体制として、本日、第１回策定協議会を開催し、「共につくる 未来懇話会」を随時開催してい
きます。

４ 後期基本計画の策定スケジュール
（１）全体のスケジュール

令和３年度 令和４年度

R３
１１月 １２月

R4
１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

R5
１月 ２月 ３月

全体

策定
本部
会議

（部長級等）

庁内
PJ

チーム

策定
協議会
(外部委員)

共
に
つ
く
る

未
来
懇

話
会

2
1
地
域

各
種
団
体

子ども
たちの

参画事業

●
第２回

●
策定

パブリック・
コメント●

素案
●

最終案

３
月
議
会

６
月
議
会

９
月
議
会

●
第８回

●
第４回

●
第６回

●
第７回

●
第2回

●
第７回

●
第５回

●
第３回

●
第８回

●
第１回
（１１/22）

●
第４回

●
第６回

●
答申

●
第３回

●
第１回
（3/25）

12
月
議
会

12
月
議
会

●
骨子案

●
第５回

３
月
議
会

各プロジェクトチーム 随時開催
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２１地域 開催

各地域づくり協議会や、地域で活動している団体等（若者、女性など）との懇話会の実施

各種団体 開催

作品募集
展示・表彰式審査小・中学校との調整※小・中学生を対象とした

絵画コンクールを想定
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第１回（令和４年３月２５日(金)） 第二次山口市総合計画後期基本計画の策定について

（２）山口市総合計画策定協議会の今後の予定

第２回（令和４年５月２０日(金)） 各委員からの話題提供
現状分析（人口動態）

第７回（令和４年１１月下旬） 素案について

第８回（令和５年１月上旬） 最終案について

第３回（令和４年６月２７日～２９日） 各委員からの話題提供
現状分析（人口動態等）

第４回（令和４年７月２３日～２９日） 各委員からの話題提供
現状分析（市民ヒアリング状況等）

第５回（令和４年８月３１日～９月２日） 各委員からの話題提供
骨子案について

第６回（令和４年１０月上旬） 各委員からの話題提供

令和５年１月下旬 答申

第２回～第６回の
協議会では、各回、
委員４名程度からの
資料提供を予定
（説明１０分程度、質疑５分程度）
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５ 後期基本計画策定の考え方
（１）基本構想に掲げる将来都市像の実現に向けて

豊かな暮らし 交流と創造のまち 山口
～これが私のふるさとだ～
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基準値 目標値 目標値
平成28(2016)年 平成30(2018)年 令和元(2019)年 令和2(2020)年 令和3 (2021)年 令和4(2022)年 令和9(2027)年

471万人／年 612万人／年 516万人／年 304万人／年 （集計中） 530万人／年 600万人／年

実 績 値

基準値 目標値 目標値
平成29(2017)年 平成30(2018)年 令和元(2019)年 令和2(2020)年 令和3 (2021)年 令和4(2022)年 令和9(2027)年

196,517人
(平成29年10月1日時点）

195,600人
(平成30年10月1日時点）

194,990人
(令和元年10月1日時点）

193,966人
(令和2年10月1日時点）

193,121人
(令和3年10月1日時点）

193,500人 約19万人を維持

実 績 値
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（２）数値によるまちの姿の状況

ア. 人口（定住人口） 達成

各年10月1日時点の山口市住民基本台帳人口による本市推計人口。

おおむね

イ. 交流人口
未達成

平成30年度において目標値を達成したものの、新型コロナウイルス感染症の影響により、未達成となっています。

基本構想では、目標年次の令和９年度におけるまちの姿を、数値によるまちの姿として、「人口（定住人口）」、
「交流人口」、「ふるさと指標」の３つで表しています。
前期基本計画では、この３つの数値によるまちの姿について、計画期間の最終年度である令和４年度の目標値を設

定しています。

する見込み

の見込み
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シビックプライド ①～③をスコア化

① 山口市は住みやすい
② 山口市に愛着がある
③ 山口市には誇れるものがある

心の豊かさ ④～⑩をスコア化

④ 健康である
⑤ 生きがいを持っている
⑥ 日常生活において経済的不安が少ない
⑦ 困ったときに頼れる人がいる
⑧ 社会のために役立ちたいと思う
⑨ 新しいことにチャレンジしたい
⑩ 自分らしく過せる居場所がある

まちの豊かさ ⑪～⑳をスコア化

⑪ 子どもを安心して生み育てられる環境がある
⑫ 医療や福祉が充実している
⑬ 文化、芸術、歴史に触れたり、スポーツや学習をする機会に恵まれている
⑭ 犯罪や事故、災害への不安が小さい
⑮ 海や山などの自然に恵まれている
⑯ 働きやすく、生活とのバランスがとりやすいまち
⑰ 日常生活において買い物や移動手段に不便していない
⑱ まちづくりに参加できる環境がある
⑲ 多様性が受け入れられた人権が尊重されたまち
⑳ 公共施設が利用しやすいと思う市民の割合

Ａ

Ｂ

Ｃ

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
 
 
の
質
問

「これが私のふるさとだ」を

表す指標

市民の幸福感を

把握する指標

山口市の豊かさや、

市民の幸福感を高める

取組に関する指標

「まちの豊かさ」を高めることで、

市民の「心の豊かさ」を高めていく

ふるさと指標（ポイント） ＡＢＣをスコア化

20

基準値 目標値 目標値
平成29(2017)年度 平成30(2018)年度 令和元(2019)年度 令和2(2020)年度 令和3 (2021)年度 令和4(2022)年度 令和9(2027)年度

77.4ポイント 77.9ポイント 77.9ポイント 77.9ポイント （集計中） 80.0ポイント 80.0ポイント以上

実 績 値

10

ウ. ふるさと指標

基準値よりも上昇はしているものの、３か年連続で同水準を維持しており、未達成となっています。

達成おおむね する見込み
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好影響・好循環

「農山村部」も、「都市部」も発展

重層的コンパクトシティ ～好影響・好循環のまち～

オール山口の発展

（３）「目指すべき都市構造等」の実現に向けて

農山村部も都市部も共に発展する「オール山口」の発展を、より効果的に具現化するために、新市発足以降のまちづくり
の成果を基に、今後、重点的に対応を進める必要がある施策分野を検証しました。

第二次山口市総合計画基本構想では、「目指すべき都市構造等」として、「重層的コンパクトシティ～好影響・好循
環のまち～」を位置付けており、「農山村部」も「都市部」も発展する、「オール山口の発展」を目指しています。
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8/12に開催したワークショップの様子 「因果連関モデル」

総合計画等におけるあらゆる指標とそ
の実績値について、可能な限り「農山村
部」と「都市部」に分けた２４７指標に
より分析を実施することとし、若手職員
１４名の「政策提言ＡＩプロジェクト
チーム」を設置し、この２４７指標の因
果関係を定めた「因果連関モデル」を作
成しました。

②政策提言ＡＩプロジェクトチーム

２０１６年に京都大学と日立製作所が開設した「日立京大ラボ（日立未来課題探索協働研究部
門）」において開発されたＡＩ技術を活用してシミュレーションや要因解析を行うツールで、過去
の実績データに基づき、「起こりうる未来シナリオの算出」や「取るべき対策の検討の支援」を行
うものです。

なお、このＡＩ技術を活用し、京都大学（こころの未来研究センター 広井教授ら）と日立製作
所は、２０１７年９月に、日本で初めてＡＩを活用した政策提言である「持続可能な日本の未来に
向けた政策提言」を発表されています。

本市では、新市発足以降の総合計画等におけるあらゆる指標とその実績値を用いて分析を実施す
ることとし、２０６０年における農山村部と都市部の未来シナリオと、重点的に対応を進める必要
がある施策分野について、この「政策提言ＡＩ」を活用して検証しました。

（４）「政策提言ＡＩ」を活用した検証
①政策提言ＡＩとは

京都大学
こころの未来研究センター
広井 良典 教授
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③ＡＩによる解析
政策提言ＡＩプロジェクトチームによる「因果連関モデル」を基に、２４７指標について、政策提言ＡＩを活用し、

２万通りのシナリオシミュレーションを実施しました。
このシミュレーションにより、２０６０年における未来シナリオは、８つのグループに分類されました。

時間経過

１
2

3

4

５
6

7
8

分岐図から分岐を読み解き、
未来シナリオは最終的に
８つのグループに分類される

【グループ判定のイメージ】

分岐図

２万通りの本市のまちの姿が
政策提言ＡＩによって計算されました。

2060年度

【分岐点のサンプル】

グループ５

グループ6・7・8

2021年度
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④ 「目指すべき都市構造等」の選択（シミュレーション結果）

グループ 総合評価
数値によるまちの姿

①定住人口
②交流人口

③ふるさと指標

都市部 農山村部 都市部 農山村部

グループ１ × ○ × △ △ ×

グループ２ △ × ○ △ △ △

グループ３ ○ △ △ ○ ○ ○

グループ４ × × × ○ △ △

グループ５ × △ △ △ × ×

グループ６ △ ○ △ × △ △

グループ７ △ △ △ △ △ ×

グループ８ △ × △ △ △ △

政策提言ＡＩのシミュレーション結果による８つのグループの未来シナリオについて、２０６０年における数値によるまち
の姿や５つの政策分野における成果指標（次頁参照）の状況を三段階（○：向上、△：維持、×：悪化）で評価しました。

その結果、「農山村部」も「都市部」も発展する「オール山口の発展」に向けたシナリオはグループ３であり、数値による
まちの姿や５つの政策分野における成果指標の多くで評価が良く、特に、市民の皆様の幸福度を測る「③ふるさと指標」にお
いて最も良い結果となっております。

都市部集中・
農山村部衰退型シナリオ

地方分散・
産業衰退型シナリオ

農山村部・都市部
共存型シナリオ

農山村部・都市部
人口激減型シナリオ

農山村部・都市部
協働衰退型シナリオ

都市部集中・
交流衰退型シナリオ

都市部活性・
産業向上型シナリオ

農山村部活性・
産業向上型シナリオ

各グループの名称
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YAMAGUCHI CITY

グループ
5つの政策分野

子育て・健康福祉 教育・文化・スポーツ 安心安全・環境・都市 産業・観光 協働・行政

都市部 農山村部 都市部 農山村部 都市部 農山村部 都市部 農山村部 都市部 農山村部

グループ１ △ △ × × △ × △ △ ○ △

グループ２ △ △ ○ △ × × × × × ×

グループ３ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ × ○

グループ４ △ △ ○ △ △ △ ○ ○ × △

グループ５ × △ ○ △ × × △ △ × ×

グループ６ ○ ○ △ ○ × △ ○ ○ ○ △

グループ７ ○ △ ○ △ △ △ ○ ○ △ △

グループ８ △ × △ ○ △ △ ○ ○ × △
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YAMAGUCHI CITY

2036年度 2038年度 2042年度

グループ2

グループ3

グループ4

グループ1

グループ6

グループ7

グループ8

2049年度

グループ5

政策提言ＡＩのシミュレーション結果によると、「目指すべき都市構造等」の実現に向けた未来シナリオであるグ
ループ３に到達するためには、２０３６年度と２０３８年度に分岐点があります。

2021年度 2060年度

都市部集中・
農山村部衰退型シナリオ

地方分散・
産業衰退型シナリオ

農山村部・都市部
共存型シナリオ

農山村部・都市部
人口激減型シナリオ

農山村部・都市部
協働衰退型シナリオ

都市部集中・
交流衰退型シナリオ

都市部活性・
産業向上型シナリオ

農山村部活性・
産業向上型シナリオ

分岐点1 分岐点2

分岐点3

分岐点4

分岐点5

分岐点6

2050年度

農山村部衰退
グループ

暮らしの満足度
低迷グループ

交流活性化
グループ

産業衰退
グループ

人口激減
グループ

⑤グループ３に到達するための分岐点

暮らしの満足度
向上グループ
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YAMAGUCHI CITY

政策提言ＡＩのシミュレーション結果において、シナリオグループ３に関わる分岐点1、分岐点2の影響度の高い指標は、
以下のとおりです。

グループ1
グループ２

グループ4
グループ5

グループ3

グループ6
グループ7
グループ8

分岐点1 2036年度 分岐点2 2038年度

分岐点3 2042年度

分岐点5 2049年度
分岐点6 2050年度

分岐点4 2042年度

No. 指標名 感度
1 社会福祉協議会の加入率 1.89
2 コミュニティ交通の利便性に満足している市民の割合 1.80
3 鉄道の利便性に満足している市民の割合 1.71
4 バスの利便性に満足している市民の割合 1.36
5 鉄道駅等の交通結節点における乗り換えの利便性に満足している市民の割合 0.99
6 水道水を飲用している市民の割合（都市部） 0.84
7 日常生活において必要なサービスや移動手段に不便していないと思う市民の割合（都市部） 0.75
8 新たに立地した誘致企業の雇用従業員数（平成18年度からの累計） 0.75
9 外国人観光客数 0.67
10 地域活動に参加している高齢者の割合 0.65
11 公共交通機関の利便性に満足している市民の割合（農山村部） 0.63
12 補導、検挙された少年の数 0.63
13 高齢者支援（ボランティア活動）に参加している市民の数 0.61
14 空き店舗率 0.58
15 障害福祉サービスを利用している障がい者の割合 0.58
16 行政情報化で効率化が図られたと思う職員割合 0.56
17 用途地域内における開発許可面積（平成20年度からの累計） 0.54
18 学びによって充実した毎日を送っていると思う市民の割合（農山村部） 0.51
19 男女共同参画が実現されていると思う市民の割合（都市部） 0.48
20 消費相談件数 0.46

<分岐点1 分岐要因解析結果(※上位20指標)>

 都市基盤
 健康福祉
に関連する指標
の影響度が高い

【分析結果】
 都市基盤
 環境
 行政
に関連する指標
の影響度が高い

【分析結果】

<分岐点2 分岐要因解析結果(※上位20指標)>

（地域福祉力の強化の意）

（最低限のインフラ整備の意）

（治安がよく安心して住める環境の維持の意）

2036年度 2038年度 2042年度 2049年度2021年度 2060年度2050年度

No. 指標名 感度
1 鉄道の利便性に満足している市民の割合 4.22
2 コミュニティ交通の利便性に満足している市民の割合 4.11
3 節電や３Rなどを心がけていると思う市民の割合（農山村部） 2.97
4 鉄道駅等の交通結節点における乗り換えの利便性に満足している市民の割合 2.78
5 地球温暖化対策を意識して生活している市民の割合 2.57
6 バスの利便性に満足している市民の割合 2.42
7 日常生活において必要なサービスや移動手段に不便していないと思う市民の割合（都市部） 1.83
8 行政情報化で効率化が図られたと思う職員割合 1.62
9 節電や３Rなどを心がけていると思う市民の割合（都市部） 1.61
10 公共交通機関の利便性に満足している市民の割合（都市部） 1.51
11 火災・救急現場への平均到着時間 1.23
12 新たに立地した誘致企業の雇用従業員数（平成18年度からの累計） 1.12
13 小・中学校におけるトイレの洋式化率 1.11
14 体育施設の満足度 1.11
15 公共施設が利用しやすいと思う市民の割合（都市部） 1.09
16 公平・確実な事務が処理されず、市民に迷惑をかけた件数 1.00
17 環境に優しい行動をしている（環境活動に参加している）市民の割合 1.00
18 行政サービスの事務手続きは、正確でスムーズだと思う市民の割合（都市部） 1.00
19 市税の徴収率（現年課税分：当該年度課税したものを対象） 1.00
20 学校生活を楽しんでいる児童の割合 0.98

（デジタル化の意）

（教育環境の整備の意）

⑥分岐要因解析結果
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YAMAGUCHI CITY

１７ページの政策提言ＡＩのシミュレーション結果における、
2036年度と2038年度の各分岐点の影響度の高い指標への対応を含め、
総合計画における５つの政策グループ「①子育て・健康福祉」、
「②教育・文化・スポーツ」、「③安全安心・環境・都市」、「④産業・観光」、
「⑤協働・行政」までの各指標の向上を図り、
数値によるまちの姿である「人口」、「交流人口」、「ふるさと指標」の
向上につながっていく施策内容を検討していきます。

⑦ 「目指すべき都市構造等」の実現に向けた検討
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